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平成２２年度第１回 

焼津市地域公共交通会議 会議録 

開

催 

日時 
平成２２年４月２１日 

１３時２５分～１４時０５分 

場所 市役所議会庁舎３０８号室 

 １．焼津市地域公共交通会議設置要綱の改正について 

２．副会長及び監事の選出について 

報告事項 １．平成２１年度自主運行バス運行実績について 

協議事項 １．平成２２年度焼津市地域公共交通会議事業計画（案）について 

２．平成２２年度焼津市地域公共交通会議予算（案）について 

出席者 

２０名 

会長 山田 寧 （焼津市） 

 委員 勝山和彦 （しずてつジャストライン㈱） 

 委員 田中 茂 （㈱アンビ・ア） 

委員 落合 司 （(社)静岡県タクシー協会志太榛原支部） 

委員 深谷克巳 （中部運輸局静岡運輸支局） 

委員 小林直人 （静岡県交通政策課）代理 

 委員 堀野 徹 （静岡県島田土木事務所）代理 

 委員 田代恵治 （焼津警察署） 

 委員 秋山鋭治郎（自治会連合会） 

 委員 村田忠夫 （自治会連合会） 

委員 石田政治 （老人クラブ連合会） 

 委員 田中和照 （老人クラブ連合会） 

 委員 渡仲逸男 （民生委員児童委員協議会） 

委員 藁科啓次 （社会福祉協議会） 

委員 天野康弘 （焼津市）代理 

委員 石川 順 （焼津市） 

 委員 向山 守 （静岡福祉大学） 

事務局 

    村松隆義 （生活環境部生活安全課長） 

    仁科雅喜 （生活環境部生活安全課交通担当主幹） 

    山本真人 （生活環境部生活安全課交通担当） 

欠席者 

２名 

委員 平野洋一 （(社)静岡県バス協会） 

井上明彦 （しずてつジャストライン労働組合） 

傍聴人 ０名 

決定事項 ・事務局案どおり決定する。 

（平成２２年度焼津市地域公共交通会議事業計画（案）について） 

・事務局案どおり決定する。 

（平成２２年度焼津市地域公共交通会議予算（案）について） 

 

 

 

 

１．焼津市地域公共交通会議設置要綱の改正について 

○ １月に設置要綱を一部改正し「地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律」に基づく協議会としても位置づけたが、今回は本地域公共交通会議が事

業主体となり、国の支援制度「地域公共交通活性化・再生総合事業」を実施

できるように要綱を改正するものです（事務局） 

  ⇒質問なし。 

  

２．副会長及び監事の選出について 

○ 副会長と監事は互選で定める。指名推薦でお願いしたい。（事務局） 

   

○ 地域公共交通会議が行政・市民・交通関係機関から組織されているため、こ

の区分から代表して、副会長に自治会の秋山委員、監事にアンビ・アの田中

委員を推薦します。（藁科委員） 

  ⇒異議なし。決定。 
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報告事項 

 

 

１．平成２１年度自主運行バス運行実績について 

○ 焼津循環線も大井川循環線も前年に比べて若干減少となっている。これは市

立病院の内科系診療形態の変化に伴う来院者の減少が大きな原因であり、ま

た運行の見直しで大井川循環線を土日４便としたことの影響を受けている。 

欠損額の市負担金は路線バスが約 4200 万円、自主運行バスが約 2900 万円で

ある。（事務局） 

 

協議事項 １．平成２２年度焼津市地域公共交通会議事業計画（案）について 

２．平成２２年度焼津市地域公共交通会議予算（案）について 

 

○ 事業計画において地域公共交通総合連携計画の策定が加わったため、会議の

回数は昨年度より増える予定である。連携計画の策定は、本会議が委託発注

で行う。予算は事業が認定されると見込んで組んだものである。（事務局） 

 

○ 連携計画の策定は２月までに完了したい。予算はすべて連携計画の策定に充

てられている。（山田会長） 

 

○ 交通会議は今後どのくらいの回数が行われるのか。（藁科委員） 

  ⇒９月に２回目の会議を行って素案をつくり、10～11 月に協議、12 月に暫

定版をつくる。（事務局） 

 ⇒本年度は会議を５回程行う予定である。スケジュールを示したかったが、

国の認定がまだであり予算も流動的なので口頭での説明となった。認定

後、予算が確定したら５～７月に委託で調査を行う。同時に分科会・庁内

分科会で素案を検討し、９月に素案を提示する。年明けにはパブリックコ

メントを行う予定である。（事務局） 

 

○ 協議事項について事務局の提案どおり決定してよろしいか。（山田会長） 

  ⇒挙手総数。 

 

その他 ○ 大井川循環線の西島バス停の位置を、以前のように集落の中に戻してほしい

と町内から意見が出ている。大きいバスになるという事で堤防の上を通るル

ートに変更されたが、今は以前の町営バスと同じ大きさで運行しているので

可能ではないだろうか。（村田委員） 

  ⇒村田委員の意見を踏まえ、利用者の意見や、物理的に変更が可能かどうか

を調査し、今後検討をしていきたい。（山田会長） 

 

○ フリー降車を始めたが反応はどうか。（藁科委員） 

  ⇒運転手に聞いた数字であるが、４月１日～１９日までで坂本は７人、相川

で１人である。９時から１６時の実施であるが、今後浸透していけば利用

が増えるのではないか。（事務局） 

 

 


